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レコサールとは
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1 2

粗骨材

細骨材

水

セメント

骨材

粉末

改質硫黄

レコサールコンクリート

骨材等

バインダ

コンクリートとレコサールの違い

水もｾﾒﾝﾄも要り
ません
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溶融硫黄（約1４0℃）

型枠へ流し込む

徐冷

練り混ぜ

（約1４0℃）

レコサールの製造工程

ＭＳ

硫黄中間資材

加熱 石炭灰

加熱

砂利・鉄鋼スラグ等

添加剤
添加剤

改質硫黄
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改質硫黄とは、硫黄と添加剤（オレフィン）を反応させ、

一部を鎖状の高分子にしたもの

改質硫黄とは？

・ 耐酸・耐腐食性が向上・ 細菌の攻撃への抵抗性が向上・ 強度が増加
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レコールの耐酸性浸漬試験（１０％塩酸）

コ
ン
ク
リ
ー
ト

初 期

重量比100

6ヶ月経過

重量比99

12ヶ月経過

重量比83

24ヶ月経過

重量比45

硫
黄
固
化
体

重量比100 重量比100 重量比100 重量比100

腐食が
進行しにくい
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　密　　度　［g/cm3］ 2.3 2.3

改質硫黄 21.0

石炭灰 10.0

珪砂 69.0

4.2

4.4 3.0

圧縮強度　［N/mm2］

曲げ強度　［N/mm2］

コンクリート
（材令28日）

レコサール
（短時間で固化）

配　合　比　［wt％］

試験方法

JIS A 1108
（φ100x200mm）

JIS A 1106
（100x100x400mm）

JIS A 1113
（φ100x200mm）

引張強度　［N/mm2］

54.9 34.7

10.1

高い強度･･･圧縮、曲げ強度は1.5倍以上
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・抜群の耐酸性

・速硬性（養生期間不要）

・高強度（ｺﾝｸﾘの2-3倍）

・高耐摩耗性

・高耐塩性

レコサールの特長

注意点：熱・酸化剤には弱い

高温（90℃以上）では軟化の可能性があります。

また、火炎の当たる場所には使用できません。
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＜ライフサイクルアセスメント調査＞

• 二酸化炭素発生量の比較(当社試算値）

３５７セメントコンクリート（１トン）

１４３レコサール（１トン）

ＣＯ２発生量[kg]物 質

セメントは焼成過程で炭酸ガスを多量に排出するが、レコサール
にはそのような工程がないため、製造時の二酸化炭素発生量が
非常に少ない。日本で副生する全硫黄（２００万トン/年）でレコサ
ールを製造し、コンクリートの代わりに置き換えると、約１３０万
トンの炭酸ガス削減に相当する。

二酸化炭素ガス発生の比較
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乾燥機および混練機群

バグフィルタ

材料乾燥機

混練機

石炭灰乾燥機

石炭灰ホッパ

計量槽

打設用ドラム

材料ホットビン

サージドラム

打設設備

振動機

製造実証プラント設備（北海道室蘭市）

（財）石油産業活性化センター事業

平成１６年８月完成・運転開始

装置混錬規模： 約１５トン/時間→約17,000トン／年
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（東京都墨田区 平成15年）（東京都品川区高輪 平成12年）

下水道施設の補修･補強の必要性

コンクリートや鉄筋が腐食することで道路の陥没などの事故、
構造物の機能不全を引き起こす原因となっています。

早急な補修･補強の対策が必要とされている

管渠施設の陥没事故事例

陥没

陥没

（東京都中央区銀座 平成１１年）

陥没

（出典 国土交通省調べ）
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下水道コンクリート構造物の腐食状況

マンホールの腐食に
よる表面石膏化

劣化部除去後の
鉄筋腐食

汚水調整池
の劣化状況
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東京都下水道局、大林組との共同研究
新河岸水再生センター（高島平）等で
下水返水桝パネル他、既に数箇所で試験施工
を実施し、設備は実際に使用中です。

供用開始（2003.11）
から６年後も腐食なし

施工後
（上面部）

パネル組み立て

施工前（腐食状況）

下水道施設への適用
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川湯第一ホテル 浴槽 支柱支持台交換工事（2003.12）

施工前の状況

供用開始（2003.12）

施工直後

温泉施設での実証試験（ｐＨ1.3）

６年後（変化なし）
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青森県での実証試験例 大型水路

農業用大型水路（U字溝）試験施工 青森市大別内 （２００５．１２）

青森県酸ヶ湯温泉下流河川（青森市内）
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青森市内酸性河川の大型水路設置工事

（工事規模550m、総量約550㌧）

コンクリート

→骨材露出

レコサール

→変化なし

事前の試験施工

耐酸性河川用途への適用

採用工事
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二次製品（レコサールパイプ）
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二次製品（レコサールマンホール）
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レコサール防食パネル

①形状：800 ×400 ×厚さ12ｍｍ1枚の重
さは8ｋｇ

→大量生産を可能に

→持ち運びを容易に

②メッシュ状炭素繊維を厚みの中央に配置

→衝撃強度は10倍向上

③全面接着+アンカー固定(６本/m２）

→はがれない

エコサルファー工法の特長



20新日本石油

レコサール防食パネル（比較写真）

東京都下水道局汚泥調整池補修工事（３,１２８ｍ2）

補修前
補修後
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レコサール防食パネル（完成写真）
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１１６㎡都下水十条幹線補修工事東京都２００９． ６

３１４㎡都下水第二地蔵堀人孔改良工事東京都２００９． １

１７０㎡神戸市建設局西水環境センター汚泥貯留施設補修工事神戸市２００６． ６

６０㎡函館湾流域下水道浄化センター分配槽補修工事北海道２００８．１０

８㎡都下水芝浦水再生センター第一沈殿地補修工事東京都２００８． ３

４３㎡横浜市金沢水再生センター分離液処理施設反応タンク築造工事横浜市２００８． ２

３,１２８㎡都下水有明水処理センター汚水調整池補修工事東京都２００８．１１

５４６㎡神戸市東灘処理場生物反応槽補修工事神戸市２００８．１０

１００㎡馬淵川流域下水道五戸マンホール補修工事青森県２００８． ８

４７㎡馬淵川流域下水道八戸幹線特殊マンホール補修工事青森県２００８． ３

３６㎡馬淵川流域下水道五戸・八戸耐震補強工事青森県２００８．１０

５６０㎡函館湾流域下水道浄化センター汚泥濃縮槽防食更新工事北海道２００８・１０

１５㎡六戸・八戸マンホール耐震工事青森県２００８． ８

施工面積工 事 名 称発注先施工年月日

エコサルファー防食工法施工実績
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「北海道リサイクルブランド」

道が認定した「北海道認定リサイクル製
品」のうちから、道内で開発された技術を
用い、特性などが優れた北海道にふさわ
しいリサイクル製品を募集し、北海道リサ
イクルブランドとして道が認定するもの

（北海道環境生活部）

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/jss/re
cycle_2/ninteiseido/brandseidotop.htm

「北海道グリーン購入基本方針」にお
いて、北海道リサイクル製品及び北海
道リサイクルプランドは優先して調達
していただいております。
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・北海道内における副産物を利用した環境
新素材「レコサール製品」を用いた下水
道事業への貢献。

まとめ

・ＣＯ２の６０％削減において北海道エコ・
コンストラクション・イニシアティブへ
の貢献。


